中学校・中学部版

                                                  中学校・中学部版


[image: image1]


＊それぞれの項目について当てはまるものには○を、当てはまらない場合は×を記入してください。なお、不明の場合は空欄にしておいてください。
1. 家庭訪問をおこなうことで、生徒の家庭や地域での生活状況等や、校内ではつかむことのできない事柄を把握しています。
2. 家庭訪問をおこなうことで、生徒に対する保護者の考え方や悩み等を把握しています。
3. 日常と様子が違う生徒へ声をかけるなど、全ての生徒に対する配慮をしています。
4. 普段の授業や休み時間等の姿から生徒たちの人間関係の把握に努めています。
5. 学校たよりの発行、懇談会の開催、連絡ノートの活用などの取組によって、学校の様子を伝えることで、保護者との関係構築に努めています。
6. 地域の教育関係機関や出身小学校等と、生徒の状況について情報交換を行っています。
7. 学習内容の充実や効果的なカリキュラムの構築のために、アンケートなどから学校・学年やクラスの人権問題に対する意識傾向を把握しています。
8. 個人面談によって生徒一人ひとりの人権問題に対する意識や人間関係の把握に努めています。
9. 生徒が学級担任以外の教員にも相談することができるように配慮し、個々の生徒の状況について、全教職員で把握することに努めています。
	○の数
	

	×の数
	

	空欄の数
	




＊それぞれの項目について当てはまるものには○を、当てはまらない場合は×を記入してください。なお、不明の場合は空欄にしておいてください。
(1)知識理解
1. 人が生きていくうえで保障されている権利の学習をしています。
2. 憲法、世界人権宣言、子どもの権利条約など、条文化された法の学習をしています。
3. 人権尊重の視点で、社会や身の回りの出来事について公平に考え、差別を見抜くための判断力を身につける学習をしています。
4. 社会的に不利な立場にある人々の願いや暮らしを知る学習をしています。
5. 人権課題に直面している人とともに課題解決をめざしている人たちの願いや生き方についての学習をしています。

6. 一人ひとりの暮らしと、社会の様々な人権問題はつながっていることについて学習をしています。

7. 文化や価値観、個性の多様性と、それが社会の豊かさにつながることについて学習をしています。

8. 歴史上、人権課題に直面した人物の生き方や人権侵害の出来事について学習をしています。

9. 情報リテラシーについて学習をしています。
(2)スキル・姿勢態度
10. 自分が他者とどのようなかかわりを持ってきたかを振り返ることなどを通して、自身を大切に思うことができるような学習をしています。

11. 自分の成長の過程を振り返ることなどを通して、一人ひとりの自尊感情を高めるとともに、身の回りの人々の生命や生き方を尊重する姿勢を持つための学習をしています。
12. 日常の学校生活の中で、コミュニケーション力を高めるための学習をしています。
13. 人権課題に直面している人々の願いや思いを聞き取り、つながりを大切にする態度を持つための学習をしています。
14. 人権問題を身の回りの事象や情報から正確に把握するとともに、学んだことを様々な方法で表現するための学習をしています。
15. 世界人権宣言や国際条約等の精神が日常生活にどのように生かされているかを考え、市民社会の一員として人権確立に向けて積極的に行動するための学習をしています。
16. 人権課題に直面している人々の姿に学び、困難や問題を解決する方法を考えるための学習をしています。
17. 学校生活の中で、何事にも一人ひとりが協働して取り組み、様々なことを語り合い、仲間のすばらしさを実感するための学習をしています。

18. 将来の夢や目標を明確にするとともに、その実現に向けて具体的に行動する姿勢を持つための学習をしています。
19. 自分とは異なった文化や個々の生活背景を持つ人々との出会いについて考え、それぞれの違いや自分らしさを認め合いながら、共に生きる姿勢を持つための学習をしています。
	○の数
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	空欄の数
	




＊それぞれの項目について当てはまるものには○を、当てはまらない場合は×を記入してください。なお、不明の場合は空欄にしておいてください。
1. 人権尊重に関する様々な課題や指導方法について、教職員間で話し合っています。
2. 公開授業を行い、指導法や教材についての研修を実施しています。
3. 小グループに分かれて討議したり、参加型学習を行うなど、教職員間の相互理解を深める研修会を行っています。
4. 教職員向けに、クラスの取組の様子を紹介するなど、人権教育に関するたより等を配付しています。
5. 教職員個々の体験などの意見を交換し合うことで、自分自身の人権意識を見直す研修を行っています。
6. 人権教育を推進していくため、様々な人々から学ぶ研修、フィールドワーク、人権教育研究校の発表への参加、校外への研修会への参加など様々な研修に主体的に参加しています。

7. 生徒の現状や新たな教育課題を踏まえ、研修が計画されています。
8. 人権教育推進計画が校内で周知され、教科・分掌・学年ごとに人権教育に関する年間計画を作成し、点検評価を行っています。

9. 人権教育推進委員会等を定例化し実施しています。
10. 人権教育推進協議会等が、保護者代表を通じてPTA活動等で啓発を行うなど、有効に機能しています。
11. 人権サークルなど生徒の自主活動組織の取組が、学校の人権学習に反映できるような体制が整備されています。
	○の数
	

	×の数
	

	空欄の数
	




＊それぞれの項目について当てはまるものには○を、当てはまらない場合は×を記入してください。なお、不明の場合は空欄にしておいてください。

1. 保護者会、地区懇談会、PTA新聞、学校通信、保護者向け研修会等を用い、保護者啓発を行っています。

2. 保護者を、人権教育推進協議会の委員やゲストティーチャーとすることで、学校教育に参画できるような取組を行っています。
3. 「開かれた学校づくり」を推進し、校外の人々にも自校の取組について検討してもらえる機会を作っています。
4. 生徒が、学習の成果を校外（地域に対して）に発信できるような機会を設けています。
5. 校区内の小学校や近隣の高校等と校種間連携の機会を設けるなど、生徒にとって系統的・継続的な人権学習となるような取組を行っています。
6. 小学校・高等学校や特別支援学校との生徒の交流の機会を設けています。
7. ハローワークや福祉関係機関等と生徒のためのネットワーク作りを行っています。
	○の数
	

	×の数
	

	空欄の数
	




＊それぞれの項目について当てはまるものには○を、当てはまらない場合は×を記入してください。なお、不明の場合は空欄にしておいてください。

1. 人権教育に関する資料、図書等を整備充実しています。
2. 生徒が利用しやすい教育相談の環境を整えています。
3. ユニバーサルデザインの考え方等を取り入れた学校環境の整備に努めています。

4. 校則が、生徒の現状や人権尊重の立場から適切であるかについて議論されています。
5. 生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい情報提供を行っています。

6. 生徒指導上の諸問題の解決に当たっては、人権侵害の有無や生徒の人間関係を考慮しながら、人権教育を基盤とした生徒指導を行っています。
7. 各教科において、基礎基本を明確にし、教材の精選や工夫をしながら一人ひとりのニーズに応じた取組を行っています。
8. 自らの言動が生徒の人権を侵害することにならないよう常に意識しています。

9. 教職員同士の間においてもお互いを尊重する態度を大切にしています。
	○の数
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